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民間教育訓練機関における職業訓練サービスの
質の向上のための自己診断表

※ご利用の際にはガイドラインを参照しながら自己診断を実施してください。
業者名：　　　　　　　　　　　　　　 　　　　診断実施日：平成　 　年　　月　　日　　
責任者名：　　　　            　　　 　　　　担当者名：　　　　　　 　　　　　　　　

この自己診断表は、「民間教育訓練機関における職業訓練サービスガイドライン」（以下「ガイドライン」といいます。）に基づいて作成しています。民間教育訓練機関における職業訓練サービスの質の向上に向けた取組み状況を自己診断し、サービスや事業改善のために改善が必要な事項の「見える化」を目的としています。

各項目について自己診断を実施し、改善を要すると判断した場合、その改善方法・実現性等について組織内で十分な議論をし、意識の共有をした上で方針の決定及び具体的な改善に取組んでください。また、定期的に自己診断を実施し、都度の自己診断結果を保管し確認することで、自身が提供するサービスについて質向上への取組み及び質保証の進捗を確認することも可能となります。
	１：「自己診断」

このガイドラインの指針に対する自己診断を実施します。自己診断は以下の形式で記入してください。
＜記入例＞　・「◎: できている」・・・・・・・・・・確認事項を満たしている。

・「○: 一部できている」・・・・・・・・取り組んではいるものの不十分である。

・「△: 課題として理解」・・・・・・・・必要性を理解しているものの取り組めていない。

・「×: 課題として認識をしていない」・・そもそも必要性を認識していなかった。

・「－: 適用外である」・・・・・・・・・自身の提供するサービスにおいては該当しない内容である。

「対策の実現性」と「目処」

この項目は上記の「自己診断」において自身の取組みが不十分であると判断した場合（自己診断にて「○」「△」「×」が記入された場合）に、将来的に対応が可能であるかの想定を、以下の形式で記入してください。また、下段にある「目処」は、対策が完了すると想定する時期を記載します。

＜記入例＞　・「◎：容易に実現できる」・・・・・・・速やかに対策が実行できる。

・「○：可能である」・・・・・・・・・・実現が可能であり、比較的短期間で実行できる。

・「△：困難である」・・・・・・・・・・計画的な対策が必要となる。

・「－：予測できない」・・・・・・・・・対策が実行できる可能性を見出せない。

「対策の結果」

不十分であったと診断した後に講じた対策の結果として、取組みがどのように変化したかを記載します。この項目は、自己診断当日に記載せずに、対策の目処として記載した時期に確認をし、計画した改善策の結果確認として活用します。

＜記入例＞　・「◎：対応完了」・・・・・・・・・・・計画に沿って取組み、整備された

・「○：一部対応完了」・・・・・・・・・計画に沿って取組んだものの、まだ完全には整備されていない。

・「△：対応不十分」・・・・・・・・・・計画に沿って取組むことが不十分で、整備されていない。

・「－：未対応」・・・・・・・・・・・・計画を実行していない。


	２：「チェック項目」

チェック項目は4つです。それぞれの項目を満たしていると判断した場合に、該当する欄に○印を記入してください。あくまでも、組織内での対応が十分であるか否かの判断で記入し、自身の整備状況を確認するための項目です。また、自己診断にて「適用外である」と判断した項目については、自己診断と同様に「－」を記入します。各項目の定義は以下のとおりです。

・「手順・マニュアル」：確認事項に関する手順書やマニュアルが存在するかということ。

・「証拠・記録」：確認事項を満足していることのエビデンス（証拠）となる記録が存在するかということ。

・「記録の管理」：上述のエビデンスとなる記録が適切に管理されているかということ。

・「維持更新管理」：上述の手順書やマニュアルが維持され、適切に更新管理されているかということ。
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	人事管理並びに人的及び物的資源の管理　　（ガイドライン本文P44～P46）
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	見直し及び改善　　（ガイドライン本文P47～P50）
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	マネジメントシステムが、継続して適切かつ妥当かつ有効であることを確実にするために、定期的及び必要に応じて随時点検していますか？
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	



自己診断表について





【自己診断】・・・・・◎: できている　○: 一部できている　△: 課題として理解　×: 課題として認識をしていない　－: 適用外である


【対策の実現性】・・・◎：容易に実現できる　○：可能である　△：困難である　－：予測できない


【対策の結果】・・・・◎：対応完了　○：一部対応完了　△：対応不十分　－：未対応


【チェック項目】・・・○：整備できている　未記入：整備できていない　－：適用外である














【自己診断】・・・・・◎: できている　○: 一部できている　△: 課題として理解　×: 課題として認識をしていない　－: 適用外である


【対策の実現性】・・・◎：容易に実現できる　○：可能である　△：困難である　－：予測できない


【対策の結果】・・・・◎：対応完了　○：一部対応完了　△：対応不十分　－：未対応


【チェック項目】・・・○：整備できている　未記入：整備できていない　－：適用外である











【自己診断】・・・・・◎: できている　○: 一部できている　△: 課題として理解　×: 課題として認識をしていない　－: 適用外である


【対策の実現性】・・・◎：容易に実現できる　○：可能である　△：困難である　－：予測できない


【対策の結果】・・・・◎：対応完了　○：一部対応完了　△：対応不十分　－：未対応


【チェック項目】・・・○：整備できている　未記入：整備できていない　－：適用外である











【自己診断】・・・・・◎: できている　○: 一部できている　△: 課題として理解　×: 課題として認識をしていない　－: 適用外である


【対策の実現性】・・・◎：容易に実現できる　○：可能である　△：困難である　－：予測できない


【対策の結果】・・・・◎：対応完了　○：一部対応完了　△：対応不十分　－：未対応


【チェック項目】・・・○：整備できている　未記入：整備できていない　－：適用外である








【自己診断】・・・・・◎: できている　○: 一部できている　△: 課題として理解　×: 課題として認識をしていない　－: 適用外である


【対策の実現性】・・・◎：容易に実現できる　○：可能である　△：困難である　－：予測できない


【対策の結果】・・・・◎：対応完了　○：一部対応完了　△：対応不十分　－：未対応


【チェック項目】・・・○：整備できている　未記入：整備できていない　－：適用外である











【自己診断】・・・・・◎: できている　○: 一部できている　△: 課題として理解　×: 課題として認識をしていない　－: 適用外である


【対策の実現性】・・・◎：容易に実現できる　○：可能である　△：困難である　－：予測できない


【対策の結果】・・・・◎：対応完了　○：一部対応完了　△：対応不十分　－：未対応


【チェック項目】・・・○：整備できている　未記入：整備できていない　－：適用外である











【自己診断】・・・・・◎: できている　○: 一部できている　△: 課題として理解　×: 課題として認識をしていない　－: 適用外である


【対策の実現性】・・・◎：容易に実現できる　○：可能である　△：困難である　－：予測できない


【対策の結果】・・・・◎：対応完了　○：一部対応完了　△：対応不十分　－：未対応


【チェック項目】・・・○：整備できている　未記入：整備できていない　－：適用外である
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